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対象地及び周辺地における土地利用履歴 

（一部修正報告） 
 

 

1．対象地及び周辺地の土地利用履歴 

1）対象地及び周辺地全体 

第 1 回姫路市中央卸売市場移転予定地における土壌汚染対策等に関する専門家会議にお

いて報告した地区別土地利用履歴のうち、旧オンサイトにおける油含有土壌の油バイオ処

理期間について、出光興産（株）より修正報告があった。 

対象地と周辺地の位置関係を図 1.1 に、第 1回姫路市中央卸売市場移転予定地における土

壌汚染対策等に関する専門家会議で使用した資料のうち、地区別の土地利用履歴一覧表（資

料 4 表 4.1）の修正版を表 1.1 に、年代別の土地利用履歴変遷の平面図（資料 4 関連 別紙

4-3-7）の修正版を別紙 1-1 にそれぞれ示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料-1 

図 1.1 対象地と周辺地の位置関係 

 
白浜用地 旧兵庫製油所用地 

海 

旧オフサイト 
（旧業務地区） 旧オンサイト 

（旧装置地区） 

対象地 

タンクヤード地区 

関西電力 

姫路第二発電所 

1 号倉庫・2号倉庫 

（旧業務地区①） 

①+② 
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表 1.1 地区別土地利用履歴一覧表 

「土壌移動フロー図の時系列詳細」修正版 出光興産（株） 提供資料 

注）第 1 回姫路市中央卸売市場移転予定地における土壌汚染対策等に関する専門家会議 資料-4 表 4.1 の修正 

旧原油＆ 

旧倉庫地区 
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出光興産（株）が実施した周辺地における油含有土壌のバイオ処理 

（2008（平成 20）年 6～9月実施） 

 

1．概要 

 対象地（白浜地区のうち卸売中央市場移転予定地部分）の南西方に位置する旧オフサイ

ト地区（現パナソニック借用地）から掘削された油含有土壌は、対象地の西方の旧オンサ

イト地区において 7.5 万 m3がバイオ処理された後、このうち 4.5 万 m3が対象地に持ち込

まれている。 

 出光興産（株）より、これらの油含有土壌における油処理前・処理後の油分濃度、油臭・

油膜測定結果の追加報告があった。なお、油処理は、大きく 2回に分けて実施されている。 

 

2．油含有土壌の入れ替え工事範囲 

対策範囲：既往調査（2006（H18）.7）での油分検出範囲、含油埋設管敷設ルート 

（下図参照） 

掘削深度：釜場処理・油含有土壌の掘削除去 深度 3～4m 

対策内容：釜場処理（浮上油の回収）、油含有土壌の掘削除去、旧オンサイト地区及び旧 

オフサイト地区の表層良質土（清浄土壌とされている）との入れ替え、旧オ 

ンサイトでの油含有土壌のバイオ処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料-2 

出典：「兵庫製油所跡地の土壌汚染自主調査結果について」 

2008（平成 20）年 8月 

「土壌浄化入替え範囲平面図」出光興産（株） 提供資料 

 

油含有土壌掘削範囲（詳細） 

図 2.1 旧オフサイトにおける油含有土壌掘削範囲及び工事状況写真 
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3．旧オンサイトにおける油含有土壌のバイオ処理状況 

（1）工事写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：「兵庫製油所跡地の土壌汚染自主調査結果について」、2008（平成 20）年 8月 

 

 

 

 

図 2.2 旧オンサイトにおける油バイオ処理状況写真 
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（2）油処理前・処理後の油分濃度、油臭・油膜測定結果（追加報告） 

出光興産（株）より提供を受けた油処理前・処理後の油分濃度、油臭・油膜測定結果を

表 2.1～2.2に示す。 

 

表 2.1 油処理前・処理後の油分濃度、油臭・油膜測定結果（第 1回工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）油分濃度測定方法：赤外分光分析法 （IR 法）による。 

 

 

 
出典：「旧オフサイト持込み土浄化記録」（2008（平成 20）年 6～7月）、出光興産（株）提供資料 
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表 2.2 油処理前・処理後の油分濃度、油臭・油膜測定結果（第 2回工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）油分濃度測定方法：赤外分光分析法 （IR 法）による。 

 
出典：「旧オフサイト持込み土浄化記録」（2008（平成 20）年 8～9月）、出光興産（株）提供資料 
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出光興産（株）が実施した周辺地における表層土壌調査 

（2006（平成 18）年 7 月報告 追加資料） 

 

1．概要 

 第 1 回姫路市中央卸売市場移転予定地における土壌汚染対策等に関する専門家会議にお

いて報告した調査結果の補足資料として、出光興産（株）より、周辺地における第一次調査

（鉛を対象とした表層土壌調査）の採取深度、分析方法に関する資料の提供があった。 

 

2．表層土壌調査 

次ページに第一次調査（2002（平成 14）年実施）における鉛の表層土壌調査結果のうち、

代表地点の計量証明書を示す。 

 当時は土壌汚染対策法の施行前であり、土壌・地下水汚染調査のガイドラインとしての位

置づけで運用されていた「土壌・地下水汚染に係る調査・対策指針」（1999（平成 11）年 1

月、環境庁）により、土壌採取深度は深度 0.15m とされ、含有量試験は、底質調査法（全

量分析による全含有量の測定）が用いられていたことが確認された。 
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出光興産（株） 提供資料をもとに作成 

妻鹿漁港 公有水面埋立免許願書（設計概要説明書）（1981（昭和 56）年 3月）をもとに作成 

出典：貴兵庫製油所における土壌汚染概略調査報告書、2003（平成 15）年 1月、出光興産（株）提供資料 
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出光興産（株）が実施した周辺地における表層土壌調査 

（2008（平成 20）年 8 月報告 追加資料） 

 

1．概要 

 第 1 回姫路市中央卸売市場移転予定地における土壌汚染対策等に関する専門家会議にお

いて報告した調査結果の補足資料として、出光興産（株）より、第二種特定有害物質及び第

三種特定有害物質を対象とした周辺地における表層土壌調査結果（分析値）の提供、ならび

に採取深度の記述資料の提供があった。 

 

2．表層土壌調査 

第二種、第三種特定有害物質を対象とした表層土壌調査地点位置図を図 4.1に、表層土壌 

調査結果を表 4.1に示す。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 土壌調査地点位置図（2008（H20）.8） 

 

 

「兵庫製油所跡地の土壌汚染自主調査結果について」（2008（平成 20）年 8月）をもとに一部加筆 

 

 

 

 

 

 

 土壌ガス・土壌調査（H20.5） 

土壌汚染の把握（旧オフサイト；賃貸予定用地） 

①土壌ガス分析（GC-PID 法）による第 1種特定有害 

物質全 11 項目のガス濃度確認 

（貯蔵油種ごとの 13エリア、陸上出荷地区 1エ

リアの計 14エリア）×5地点 計 70地点 
※各エリア 5地点採取・個別分析 

 ②表層土壌分析による第2種特定有害物質全9項目、 

第 3種特定有害物質全 5項目による土壌汚染の 

有無確認 

  （貯蔵油種ごとの 13 エリア、陸上出荷地区 1 

エリアの計 14 エリア） 計 14 検体 
※複数地点均等混合法（各エリア 5地点採取・混合） 

詳細調査（H20.5） 

ベンゼンによる土壌汚染の有無、公共用水域・周辺

への影響の有無確認 

①土壌分析によるベンゼンの調査 

（3m ボーリング 9地点） 

②地下水分析によるベンゼンの調査 

 （公共用水域境界近傍 5地点、定点モニタリン 

グ井戸 1 地点） 

③地下水分析によるベンゼンの調査 

 （敷地内 2 地点） 

 

第二種・第三種特定有害物質による地下水汚染の 

有無 

①地下水分析による第二種・第三種特定有害物質の 

 調査 

 （貯蔵油種ごとの 13 エリア、陸上出荷地区 1 

エリアの計 14 エリア） 計 14 地点 

資料-4 
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表 4.1 第二種・第三種特定有害物質を対象とした表層土壌調査結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「表層土壌調査結果」（2008（平成 20）年 8月）、出光興産（株）提供資料 

 

（2）表層土壌調査結果（土壌含有量調査） 

（1）表層土壌調査結果（土壌溶出量調査） 
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3．採取深度について 

 2008（平成 20）年 8 月報告の調査は、鉛含有土壌の覆土工事実施後に行われているが、

覆土が旧地盤に 20cm敷かれているとのことから、調査時の現況の地盤下 20cmを基準面と

した上で、基準面から 0.05m、0.05～0.5mそれぞれ採取されていることが、当時の調査報

告書により確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出光興産（株） 提供資料をもとに作成 

妻鹿漁港 公有水面埋立免許願書（設計概要説明書）（1981（昭和 56）年 3月）をもとに作成 

出典：IPS賃貸契約に伴う土壌汚染調査報告書、2008（平成 20）年 5月、出光興産（株）提供資料 
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出光興産（株）が実施した対象地における詳細調査 

（2015（平成 27）年 10 月 追加報告） 

 

1．概要 

 対象地（白浜地区のうち「卸売中央市場移転予定地部分」）では、第 1 回姫路市中央卸売

市場移転予定地における土壌汚染対策等に関する専門家会議において報告した調査結果の

他、表層土壌調査結果を踏まえ、砒素を対象とした詳細調査（ボーリングによる深度別土

壌を対象とした溶出量、含有量調査）が実施されていることの追加報告が出光興産（株）

によりあった。 

 

2．詳細調査 

砒素を対象とした詳細調査地点位置図を図 5.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   図 5.1 ボーリング調査地点図（砒素） 

「白浜用地土壌汚染調査最終報告」（2015（平成 27）年 10 月）に一部加筆 

 

 

 

 

 

 

 

資料-5 

J7-4 地点 

F11-5 地点 

G14-4 地点 

L11-5 地点 
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調査対象とされた 4 地点における深度別の砒素の土壌分析結果（溶出量・含有量）なら

びに砒素の溶出量の深度別傾向図を図 5.2 に示す。 

また、代表断面における砒素またはベンゼンを対象としたボーリング柱状図と、妻鹿漁

港の建設に伴い実施された公有水面埋立事業における地質ボーリング柱状図を図 5.3 に示

す。対象地内に設置された観測井戸の構造図を図 5.4（1）、（2）に示す。 

 

 

【詳細調査結果】 

 調査対象とされた 4 地点における深度別土壌における砒素の溶出量は、深度 1m 付近よ

り 10m までの概ね全ての深度において土壌溶出量基準の超過が確認された。一方、砒素の

含有量は、全ての深度において土壌含有量基準の適合が確認された。 
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L11-5 G14-4 

図 5.2 砒素を対象とした詳細調査結果図（深度別土壌分析結果図） 

出光興産（株） 提供資料をもとに作成 

J7-4 F11-5 

G14-4 地点 

J9-1 地点 

J7-4 地点 

F11-5 地点 

L11-5 地点 
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（1）A-A’断面におけるボーリング柱状図ａ） 

J9-1 地点 
No.3’地点 

J7-4 地点 

F11-5 地点 

G14-4 地点 
L11-5 地点 

No.1 地点 

No.4’地点 

No.5’地点 

B 

B’ ←B →B’ 

凡  例 

L11-5 地点 ：砒素対象詳細調査地点 

No.5’地点：公有水面埋立時ボーリング調査地点 

※J9-1 地点：ベンゼン対象詳細調査地点 

J9-7 地点 

J7-7 地点 

A 

A’ 

J7-5 地点 

←A →A’ 

シルト 

砂 

砂礫 

シルト 

砂 

砂礫 

砂 

盛土 

粘土 

シルト 

砂 

砂礫 

礫混り 

砂質 

シルト質 

A-A’断面における 
ボーリング柱状図の凡例 

（2）B-B’断面におけるボーリング柱状図ｂ）（粒度試験結果に基づく） 

図 5.3 代表断面におけるボーリング柱状図 

a）出光興産（株） 提供資料をもとに作成 

b）妻鹿漁港 公有水面埋立免許願書（設計概要説明書）（1981（昭和 56）年 3 月）をもとに作

成 

海水面 

砂 

礫 

シルト 

砂 

シルト 

混り砂 
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図 5.4(1) 対象地に設置された観測井戸の構造図 

出典：出光興産（株） 提供資料 
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図 5.4(2) 対象地に設置された観測井戸の構造図 

出典：出光興産（株） 提供資料 
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対象地の公有水面埋立て材料（山土、浚渫土）に係る分析結果 

（妻鹿漁港 公有水面埋立事業当時） 
 

1．概要 

第 1 回姫路市中央卸売市場移転予定地における土壌汚染対策等に関する専門家会議にお

いて、対象地は、姫路市により 1982（昭和 57）年から 1984（昭和 59）年頃にかけて公有

水面である海域が浚渫土、山土、残土等の埋立て材料により埋立て・造成された土地であ

ることを報告した。 

 公有水面埋立て材料として用いられた山土、浚渫土における有害物質を対象とした分析

結果について追加報告する。 

 

2．対象地の公有水面埋立て材料に係る分析結果 

（1）山土に係る分析結果 

対象地における公有水面埋立て材料として用いられた山土における有害物質を対象とし

た分析結果を表 6.1に示す。公有水面の埋立土砂として用いることから、廃棄物処理法に関

する総理府令の許容限度以下を示すことの確認が行われていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料-6 

表 6.1 山土における有害物質を対象とした分析結果一覧表 

注）詳細は記載されていないが、海面埋立を前提としていることから、環告 14号に基づく 

溶出試験方法により実施されたと推察される。よって、土壌汚染対策法の溶出試験方法 

（環告 18号；環告 46号と同じ）とは異なる。 

当時は揮発性有機化合物（第一種特定有害物質）は規制物質とされていなかった。 

土壌汚染対策法の土壌溶出量基準と単純比較し、数値が高い値を参考までに で示す。 

出典：妻鹿漁港 公有水面埋立免許願書（埋立に用いる土砂等の採取場所及び採取量を記載した図書）（1981（昭和 56）年 3月） 
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（2）浚渫土に係る分析結果 

対象地における公有水面埋立て材料として用いられた浚渫土における有害物質を対象とした分析結果を表 6.2に示す。併せて浚渫土試料の

採取場所位置図を図 6.1に示す。 

公有水面の埋立土砂として用いることから、廃棄物処理法に関する総理府令の許容限度以下を示すことの確認が行われていた。 

 

表 6.2 浚渫土における有害物質を対象とした分析結果一覧表 

図 6.1 浚渫土試料の採取場所位置図 

注）詳細は記載されていないが、海面埋立を前提としていることから、環告 14号に基づく 

溶出試験方法により実施されたと推察される。よって、土壌汚染対策法の溶出試験方法 

（環告 18号；環告 46号と同じ）とは異なる。 

当時は揮発性有機化合物（第一種特定有害物質）は規制物質とされていなかった。 

土壌汚染対策法の土壌溶出量基準と単純比較し、数値が高い値を参考までに で示す。 

出典：妻鹿漁港 公有水面埋立免許願書（埋立に用いる土砂等の採取場所及び採取量を記載した図書）（1981（昭和 56）年 3月） 
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＜参考＞ 

 

浚渫土砂等の埋立における試験方法と、土壌溶出量試験方法との違い 

 環告 13号 

（陸上埋立） 

環告 13号 

（海面埋立）、 

環告 14号（※） 

環告 18号 

（環告 46号と同じ） 

試料粒径 ＜5mmは有姿、 

固化物は 0.5-5.0mmに

粉砕 

＜5mmは有姿、 

固化物は 0.5-5.0mm に

粉砕 

風乾、＜2mm 

溶媒 純水（塩酸、水酸化ナ

トリウムで調整） 

→pH調整不要に改正 

純水（塩酸、水酸化ナト

リウムで調整） 

→環告 13号（海面埋立）

は pH調整不要に改正 

純水（塩酸、水酸化ナ

トリウムで調整） 

pH pH5.8～6.3 

→pH調整不要に改正 

 JIS K 0557の A3又 

は A4 

pH7.8～8.3 

→環告 13号（海面埋立）

は pH 調整不要に改正 

JIS K 0557 の A3 又は

A4 

pH5.8～6.3 

試料量 50g 以上 50g 以上 50g 以上 

液固比（mL/g） 10 100/3 10 

温度 常温 常温 常温 

撹拌方法 水平振とう 

4-5cm幅 200回/分 

水平振とう 

4-5cm幅 200回/分 

水平振とう 

4-5cm 幅 200回/分 

抽出時間 6時間 6時間 6時間 

抽出回数 1回 1回 1回 

固液分離法 1μmガラス繊維ろ紙で

ろ過 

→遠心分離（3000G）

によるろ過操作を行な

う 

1μm メンブランフィ

ルターでろ過に改正 

1μm ガラス繊維ろ紙で

ろ過 

→環告 13号（海面埋立）

は遠心分離（3000G）に

よるろ過操作を行なう 

1μm メンブランフィ

ルターでろ過に改正 

遠心分離（3000rpm）

後、0.45μm メンブ

ランフィルターで 

ろ過 

注）環告 13号：平成 25年 6月 1日 改正 

環告 14号：平成 26年 6月 1日 改正 

 

 


